
　

高
校
日
本
史
の
教
科
書
検
定
で
、沖
縄
戦
で
の「
集
団
自
決
」に
日
本
軍

の
強
制
が
あ
っ
た
と
す
る
記
述
を
削
除
す
る
発
端
と
な
っ
た「
調
査
意
見
書
」

を
文
科
省
ぐ
る
み
で
作
成
―
―
10
月
11
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
、日
本
共

産
党
の
赤
嶺
政
賢
議
員
の
質
問
で
明
ら
か
に
。以
下
、質
問
の
要
旨
で
す
。

「強制」削除 文科省の自作自演
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衆院予算委 赤嶺政賢衆院議員 撤回を迫る
◎
赤
嶺
政
賢
衆
院
議
員　

９

月
29
日
に
沖
縄
で
教
科
書
検

定
意
見
撤
回
の
県
民
大
会
が

開
か
れ
、11
万
人
余
が
集
ま
っ

た
。41
市
町
村
長
す
べ
て
が
参

加
し
、県
民
の
10
人
に
１
人
が

大
会
に
結
集
し
た
。な
ぜ
こ
れ

だ
け
の
人
々
が
集
ま
っ
た
と
考

え
ま
す
か
。

●
福
田
康
夫
首
相　

沖
縄
県

民
の
方
々
が
、60
数
年
前
に
受

け
た
あ
の
悲
惨
な
出
来
事
を

思
い
起
こ
し
、次
の
世
代
に
も
つ

な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち

が
あ
の
大
会
に
な
っ
た
。そ
の

思
い
を
こ
れ
か
ら
も
重
く
受
け

と
め
て
ま
い
り
た
い
。

◎
赤
嶺
議
員　

県
民
の
思
い

は
、教
科
書
検
定
意
見
の
撤
回
、

そ
れ
と
記
述
の
回
復
だ
。

●
渡
海
紀
三
朗
文
科
相　

教

科
書
の
検
定
制
度
は
、時
の
政

治
的
な
思
惑
の
介
入
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
の
が
原
則
。意
見

撤
回
は
政
治
的
介
入
だ
。

沖縄戦「集
団自決」 

の検定意見

九州・沖縄民報

◎
赤
嶺　

20
年
間
、沖
縄
戦
の

「
集
団
自
決
」の
軍
の
強
制
的

関
与
は
教
科
書
に
記
載
さ
れ

て
き
た
。（
意
見
を
つ
け
た
の

は
）文
科
省
の
常
勤
職
員
で
あ

る
教
科
書
調
査
官
が
ま
と
め

た
調
査
意
見
書
が
発
端
だ
。

●
金
森
越
哉
初
等
中
等
教
育

局
長　

教
科
書
検
定
調
査
審

議
会
の
審
議
の
結
果
、軍
の
命

令
の
有
無
に
つ
い
て
断
定
的
な

記
述
を
避
け
る
こ
と
が
適
当

で
、検
定
意
見
を
付
し
た
。

◎
赤
嶺　

文
部
科
学
省
原
議

書
に
は
、主
任
教
科
書
調
査
官

4
人
の
印
鑑
が
押
さ
れ
ま
し

て
、起
案
者
の
印
が
あ
り
、そ

し
て
係
長
、専
門
官
、企
画
官
、

課
長
、そ
れ
か
ら
総
合
調
整
課

長
、審
議
官
、局
長
、合
計
7
名

の
印
鑑
が
押
さ
れ
て
、そ
の
中

に
調
査
意
見
書
と
し
て
、「
日

本
軍
に
よ
っ
て
…
あ
る
い
は
集

団
自
決
に
追
い
込
ま
れ
た
住

民
も
あ
っ
た
」と
い
う
部
分
に
つ

い
て
、「
沖
縄
戦
の
実
態
に
つ
い

て
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表

現
で
あ
る
」と
書
か
れ
て
い
る
。

●
金
森　

教
科
書
調
査
官
が

委
員
や
専
門
委
員
、教
科
書
調

査
官
の
調
査
の
結
果
を
取
り

ま
と
め
、審
議
会
に
提
出
し
た
。

◎
赤
嶺　

調
査
官
は
文
科
省

の
職
員
で
す
が
、自
分
の
意
見

を
ま
と
め
る
と
き
に
、専
門
家

の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。今
回
、審
議
会
の
委

員
や
臨
時
委
員
、専
門
委
員
か

ら
意
見
は
寄
せ
ら
れ
た
の
か
。

●
金
森　

沖
縄
戦「
集
団
自

決
」に
関
し
て
専
門
委
員
等
か

ら
意
見
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

審
議
会
に
沖
縄
戦
専
門

家
い
な
い

◎
赤
嶺　
（
審
議
会
の
）学
術

研
究
者
、審
議
会
の
中
に
、小

委
員
会
や
部
会
の
中
に
、沖
縄

戦
の
専
門
家
は
い
た
の
か
。

●
金
森　

沖
縄
戦
を
専
門
に

研
究
し
て
い
る
方
は
い
な
い
。

検
定
意
見
に
固
執
す
る

文
科
省
こ
そ
政
治
介
入

◎
赤
嶺　

軍
の
強
制
的
関
与

に
よ
っ
て
自
決
に
追
い
込
ま
れ

た
と
い
う
表
現
が
、文
科
省
の一

役
人
の
起
案
で
削
除
さ
れ
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
ん
で
す
か
。

●
首
相　

文
部
科
学
大
臣
に

し
っ
か
り
と
対
応
さ
せ
る
。

◎
赤
嶺　

政
治
的
介
入
は
文

科
省
こ
そ
や
って
い
る
。教
科
書

検
定
意
見
の
撤
回
、記
述
の
回

復
ま
で
何
回
も
頑
張
る
。

検
定
意
見
撤
回
は
県
民
の
総
意（
赤
嶺
）

重
く
受
け
と
め
た
い（
首
相
）

記
述
変
更
へ
、専
門
的
審
議
あ
っ
た
の
か（
赤
嶺
）

専
門
委
員
か
ら
意
見
は
出
さ
れ
て
い
な
い（
文
科
省
）
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